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Abstract
"The Takagi family documents" now in the Nagoya University Library had been

possessed from the Takagi family at 1949. The Takagi family who were "Hatamoto" with
the title position of "Kohtai yoriai" in the Edo period. This documents is well known as the
so-called treasury of the Kiso 3 rivers improvement historical records. The total number of
this documents us estimated over 100 thousans. About 52 thousands of them had been
already researched and sorted out. We have been investigating into the rest of 48
thousands, and we have reported the summary of our investigation at times.
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名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
す
る
高
木
家
文
書
は
、
関
ヶ
原
合
戦

直
後
の
慶
長
六
年
（
一
六
○
一
）
に
美
濃
国
石
津
郡
時
・
多
良
両
郷
（
現

在
の
岐
阜
県
養
老
郡
上
石
津
町
域
）
へ
領
地
を
宛
行
わ
れ
て
以
降
、
版
籍

奉
還
ま
で
二
七
○
年
間
近
く
同
地
を
支
配
し
続
け
た
旗
本
交
代
寄
合
の
西

高
木
家
旧
蔵
文
書
群
で
あ
る
。
同
家
は
、
分
家
の
東
・
北
高
木
家
と
と
も

に
交
代
寄
合
美
濃
衆
と
し
て
大
名
並
の
格
式
を
付
与
さ
れ
、
江
戸
時
代
を

通
じ
て
普
請
奉
行
・
普
請
見
廻
役
な
ど
木
曽
三
川
流
域
の
「
川
通
御
用
」

の
役
儀
を
勤
め
た
。
ま
た
、
維
新
後
も
同
地
に
居
住
し
、
学
区
取
締
や
郡

長
・
衆
議
院
議
員
な
ど
の
公
職
を
歴
任
し
て
い
る
。

文
書
群
の
内
容
に
も
こ
う
し
た
履
歴
が
反
映
し
て
お
り
、
治
水
・
領
地

支
配
・
家
政
・
維
新
関
係
な
ど
に
特
徴
的
な
史
料
を
多
数
含
み
、
そ
の
総

点
数
は
十
万
点
規
模
に
達
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
旗
本
文
書
が
幕
府

瓦
解
に
よ
り
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
中
で
、
他
に
例
を
み
な
い
、
傑
出
し
た

規
模
と
内
容
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
全
国
的
に
も
注
目
を
集
め
て
い
る

文
書
群
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
五
二
、
四
○
九
点
に
つ
い
て
は
、
全
学
事

業
と
し
て
一
九
八
二
年
度
ま
で
に
五
巻
の
目
録
を
完
成
し
、
現
在
、
研
究

等
の
た
め
閲
覧
利
用
に
供
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
九
九
一
年
四
月
か

ら
、
年
代
測
定
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
（
二
○
○
○
年
四
月
に
年
代
測
定
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
に
改
組
）
を
中
心
に
、
未
整
理
で
残
さ
れ
た
数
万
点
に

及
ぶ
書
状
・
書
付
類
な
ど
に
関
す
る
調
査
・
研
究
が
再
開
さ
れ
、
二
○
○

一
年
八
月
か
ら
は
、
新
設
さ
れ
た
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
に
お
い
て
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
図
書
館
構
築
に
む
け
、
伊
藤
圭
介
文
庫
等
を
含
む
附
属
図

書
館
所
蔵
資
料
の
研
究
開
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
調
査
・
研
究
が
行
わ

れ
て
い
る
。

今
回
の
報
告
で
は
、
二
○
○
二
年
四
月
か
ら
二
○
○
四
年
三
月
ま
で
の

調
査
を
対
象
に
、
調
査
成
果
を
ふ
ま
え
開
催
さ
れ
た
附
属
図
書
館
展
示
会

の
企
画
内
容
、
名
古
屋
大
学
以
外
の
所
蔵
に
か
か
る
高
木
家
文
書
関
連
史

料
の
調
査
概
要
（
北
高
木
家
約
四
、
○
○
○
点
、
東
高
木
家
約
五
、
○
○

○
点
な
ど
）、
及
び
新
た
に
整
理
さ
れ
た
本
学
所
蔵
（
西
）
高
木
家
文
書

一
、
○
一
四
点
の
概
要
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
す
る
。

（
三
九
）



Ⅰ
　
附
属
図
書
館
二
○
○
三
年
春
季
特
別
展
「
川
と
と
も
に
生
き
て
き
た
Ⅱ
」

前
回
の
調
査
報
告
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
新
た
に
北
高
木
家
に
関
す
る
文
書
群

の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
高
木
家
の
分
家
で
あ
る
北
高
木
家
は
、
維

新
後
ま
も
な
く
絶
家
と
な
っ
た
た
め
、
関
係
史
料
は
散
逸
し
た
か
灰
燼
に
帰
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
岐
阜
県
内
の
あ
る
個
人
宅
に
、
北
高
木
家

に
関
す
る
文
書
群
が
存
在
す
る
と
の
情
報
が
よ
せ
ら
れ
、
二
○
○
一
年
十
二
月
、

予
備
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
北
高
木
家
文
書
を
核
と
す
る
大
変
貴
重
な
史
料
群

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
後
、
高
木
家
屋
敷
遺
構
ほ
か
関
係
資
料
の
調

査
・
保
存
を
行
っ
て
き
た
岐
阜
県
上
石
津
町
教
育
委
員
会
及
び
愛
知
県
教
育
委
員

会
と
の
連
携
の
も
と
、
地
域
貢
献
特
別
支
援
事
業
費
（
文
部
科
学
省
）
の
措
置
を

う
け
、
鋭
意
調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
間
に
お
け
る
調
査
事
業
の
成
果
を
広
く
公
開
す
る
た
め
、
先
の

岐
阜
県
上
石
津
町
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
、
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
各
県
教
育
委

員
会
及
び
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
の
後
援
を
得
て
、
二
○
○
三
年
三
月
七
日
か
ら

十
日
間
の
日
程
で
、「
川
と
と
も
に
生
き
て
き
た
Ⅱ

―
新
発
見
史
料
・
北
高
木

家
文
書
に
み
る
木
曽
三
川
流
域
の
歴
史
・
環
境
・
技
術
―
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

展
示
会
及
び
講
演
会
を
開
催
し
た
。

展
示
会
で
は
、
整
理
済
み
文
書
の
う
ち
、
文
書
群
全
体
を
代
表
す
る
治
水
文
書

に
対
象
を
絞
っ
て
特
徴
的
な
史
料
を
選
び
、「
川
通
掛
（
北
）
高
木
家
」「
宝
暦
治

水
前
後
」「
流
域
治
水
と
身
分
制
」
の
三
部
構
成
に
よ
り
、
木
曽
三
川
流
域
で
の

人
と
自
然
の
関
係
史
を
た
ど
る
試
み
と
し
た
。

今
回
、
特
に
重
視
し
た
の
は
、
現
代
で
も
難
問
と
さ
れ
る
土
砂
の
堆
積
作
用
が

も
た
ら
す
問
題
と
そ
れ
へ
の
流
域
村
々
、
関
係
機
関
の
対
応
で
あ
る
。
北
高
木
家

関
係
文
書
に
は
、
西
高
木
家
文
書
や
笠
松
堤
方
文
書
で
は
比
較
的
手
薄
な
一
八
世

紀
初
頭
の
治
水
史
料
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
中
か
ら
土
砂
堆
積
、
水
位

上
昇
が
も
た
ら
す
逆
水
や
排
水
障
害
な
ど
、
河
川
環
境
の
変
化
を
め
ぐ
る
地
域
間

の
確
執
と
調
整
に
関
す
る
事
例
を
選
択
展
示
し
た
。

こ
の
問
題
の
延
長
線
上
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
が
、
三
川
分
流
に
挑
ん
だ

「
宝
暦
治
水
」
事
業
で
あ
る
。
こ
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
史
料
的
根

拠
が
明
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
幕
府
勘
定
吟
味
役
と
美
濃
郡
代
を
兼
任
し
た
井
沢
弥

惣
兵
衛
為
永
の
創
意
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
回
、
北
高
木
家
関

係
文
書
を
精
査
す
る
な
か
で
、
む
し
ろ
、
地
域
村
々
に
よ
る
現
状
分
析
に
も
と
づ

く
改
善
策
と
し
て
現
れ
て
き
た
プ
ラ
ン
を
、
幕
府
が
採
用
し
た
蓋
然
性
が
高
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
に
至
り
、
関
連
絵
図
を
掲
げ
て
問
題
提
起
を
試
み
た
。

ま
た
、
関
連
企
画
と
し
て
三
月
二
日
に
は
「
地
域
資
料
の
高
度
活
用
に
む
け
て
」

と
題
し
た
講
演
会
が
開
か
れ
、
秋
山
晶
則
「
北
高
木
家
文
書
に
み
る
木
曽
三
川
流

域
治
水
」、
溝
口
常
俊
「
甦
る
地
域
空
間
―
尾
張
と
美
濃
の
近
世
・
近
代
」、
逸

村
　
裕
「
大
学
と
地
域
社
会
―
情
報
資
源
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
」
と

い
う
三
本
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演
を
通
し
て
、
地
域
に
残
さ
れ
た
歴
史
情
報

資
源
の
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
と
展
望
、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
地
域
像
の
復

元
と
比
較
考
察
、
大
学
と
地
域
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
可
能
性
な
ど
、
今
後
の

展
開
を
考
え
る
上
で
大
変
重
要
な
論
点
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
課
題
を
見
据

え
な
が
ら
、
文
書
群
全
体
の
整
理
や
保
存
環
境
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
構
想
中

の
「
名
古
屋
大
学
学
術
情
報
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」
で
の
活
用
に
む
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
、
展
示
会
・
講
演
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
展
示
会
に
あ
わ
せ
て
刊
行
さ

れ
た
図
録
『
川
と
と
も
に
生
き
て
き
た
Ⅱ
』
及
び
『
館
灯
』
一
四
八
号

http://w
w
w
.nul.nagoya-u.ac.jp/koho/kanto/kanto

1
4
8 .pdf

も
参
照
さ
れ
た
い
。

Ⅱ
　
本
学
以
外
に
お
け
る
高
木
家
文
書
の
所
蔵

附
属
図
書
館
所
蔵
高
木
家
文
書
の
整
理
・
研
究
の
高
度
化
及
び
そ
れ
を
通
じ
た

社
会
貢
献
を
構
想
す
る
う
え
で
、
関
連
史
資
料
群
の
調
査
・
デ
ー
タ
収
集
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
間
、
学
外
で
行
っ
た
関
連
史
料
調
査
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
つ
は
、
前
掲
の
北
高
木
家
に
関
す
る
文
書
群
の
継
続
調
査
で
あ
る
。
襖
下
張

や
断
簡
零
墨
の
接
合
・
復
元
作
業
な
ど
も
含
め
、
悉
皆
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
総

数
四
千
点
の
文
書
群
と
し
て
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

内
容
的
に
は
、
北
高
木
家
本
体
に
関
わ
る
史
料
も
散
見
さ
れ
る
が
、
中
核
部
分

は
、
川
通
役
人
を
務
め
た
家
臣
の
も
と
に
蓄
積
さ
れ
た
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。
特

に
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
一
八
世
紀
初
頭
の
願
書
や
絵
図
な
ど
、
治
水
史

料
に
特
色
が
あ
る
。
ま
た
、
北
家
の
家
臣
団
や
家
臣
の
家
史
料
、
維
新
前
後
の
記

録
な
ど
、
大
変
興
味
深
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
今
後
、
文
書
相
互
の
関
係
や
文

書
群
の
構
造
分
析
を
視
野
に
い
れ
な
が
ら
目
録
編
成
を
行
い
、
速
や
か
に
成
果
を

－ 75 －

（
四
〇
）



公
開
す
る
計
画
で
あ
る
。

二
つ
め
は
、
東
高
木
家
文
書
の
整
理
に
着
手
し
た
こ
と
で
あ
る
。
当
該
文
書
は
、

戦
前
の
一
九
三
○
年
前
後
（
推
定
）
に
東
高
木
家
か
ら
放
出
さ
れ
、
散
逸
の
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
治
水
史
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
高
須
輪
中
の
森
川
家

に
引
き
取
ら
れ
、
保
存
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
自
治
体
史
等
で

部
分
的
に
は
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
全
貌
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

名
古
屋
大
学
所
蔵
西
高
木
家
文
書
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
貢
献

特
別
支
援
事
業
の
取
り
組
み
と
し
て
調
査
許
可
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
現
蔵
者
で
あ

る
森
川
勝
之
助
氏
の
了
解
が
得
ら
れ
、
将
来
に
む
け
た
保
存
と
活
用
を
図
る
一
環

と
し
て
、
悉
皆
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
調
査
は
継
続
中
で
あ
る
が
、

五
千
点
規
模
の
史
料
群
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
固
ま
っ
た
状
況
で
あ
る
。

目
下
、
目
録
編
成
に
む
け
た
作
業
を
継
続
中
で
あ
る
が
、
約
五
千
点
に
及
ぶ
史

料
の
ほ
と
ん
ど
が
治
水
史
料
で
あ
り
、
宝
暦
治
水
前
後
の
詳
細
情
報
を
確
認
し
た

ほ
か
、
全
長
八
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
型
絵
図
や
、
村
々
の
現
況
図
な
ど
、
ビ
ジ
ュ

ア
ル
な
史
料
も
豊
富
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、
デ
ジ
タ
ル
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
広
く
公
開
す
る
道
を
探
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
東
高
木
家
文
書
と
は
別
に
、
輪
中
地
帯
の
豪
農
で
あ
っ
た
森
川
家

の
文
書
も
相
当
数
保
存
さ
れ
て
お
り
（
そ
の
一
部
が
東
高
木
家
文
書
に
混
入
し
て

お
り
、
現
状
記
録
の
う
え
分
離
す
る
予
定
）、
高
木
家
に
対
す
る
輪
中
村
落
の
動

き
や
笠
松
代
官
所
の
水
防
役
人
と
し
て
の
活
動
な
ど
、
木
曽
三
川
流
域
史
の
豊
富

化
に
つ
な
が
る
重
要
な
内
容
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
文
書

に
つ
い
て
も
調
査
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

三
つ
に
は
、
こ
れ
も
個
人
所
蔵
史
料
で
あ
る
が
、
大
垣
市
在
住
の
方
か
ら
依
頼

が
あ
り
、
西
高
木
家
か
ら
流
出
し
た
と
み
ら
れ
る
文
書
約
六
○
点
を
調
査
し
た
。

支
配
（
寺
社
）、
家
臣
（
扶
持
）、
家
政
（
江
戸
留
守
居
、
仏
事
）、
財
政
（
借
財
、

物
産
）
と
い
っ
た
内
容
を
含
ん
で
い
る
が
、
さ
ら
に
追
加
史
料
が
あ
る
見
込
み
で

あ
り
、
全
点
整
理
後
に
目
録
化
し
て
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ⅲ
　
整
理
済
み
文
書
の
概
要

１
　
◯補
Ｂ
・
４
・
１
（
支
配
・
法
令
・
幕
法
）

こ
の
項
目
で
は
、
幕
府
の
触
書
対
象
に
、
整
理
番
号
三
九
三
あ
〜
四
○
九
の
一

八
点
を
整
理
し
た
。

時
期
的
に
は
、
宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）
か
ら
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）

ま
で
の
文
書
が
含
ま
れ
る
。
内
容
的
に
は
、
大
御
所
徳
川
家
重
や
和
宮
実
母
観
行

院
な
ど
に
対
す
る
穏
便
触
や
改
元
通
知
の
ほ
か
、
幕
府
触
を
知
行
地
へ
触
出
す
に

際
し
て
の
取
り
決
め
な
ど
が
あ
る
。

２
　
◯補
Ｂ
・
４
・
３
（
支
配
・
法
令
・
そ
の
他
）

こ
の
項
目
で
は
、
笠
松
郡
代
鈴
木
門
三
郎
支
配
所
や
大
垣
藩
領
な
ど
幕
領
・
他

領
の
法
令
、
改
元
詔
書
写
、
京
都
町
触
、
触
書
の
貸
借
関
係
、
制
札
入
用
に
関
す

る
文
書
九
点
を
整
理
し
た
（
整
理
番
号
二
六
〜
三
四
）。

３
　
◯補
Ｂ
・
７
・
１
（
支
配
・
一
揆
・
一
揆
）

こ
の
項
目
で
は
、
高
木
家
領
内
に
お
け
る
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）、
文
政

六
年
（
一
八
二
三
）、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
起

き
た
農
民
闘
争
に
関
わ
る
史
料
、
及
び
他
領
の
百
姓
一
揆
情
報
を
含
め
、
整
理
番

号
一
九
二
〜
二
○
五
の
二
二
点
を
整
理
し
た
。

文
化
一
四
年
の
一
件
は
、
下
多
良
村
百
姓
が
家
老
土
屋
舎
人
の
処
分
を
要
求
し

て
起
き
た
騒
動
で
あ
る
が
、
そ
の
処
理
を
め
ぐ
る
大
垣
藩
戸
田
右
京
と
高
木
家
の

連
携
を
示
す
書
状
を
収
め
た
。
ま
た
、
文
政
六
年
に
西
高
木
家
領
の
時
郷
で
起
き

た
騒
動
に
つ
い
て
は
、
依
然
不
明
な
部
分
が
多
い
が
、
当
主
の
妻
の
在
所
で
あ
る

膳
所
本
多
家
に
対
し
、
徒
党
強
訴
の
取
捌
き
方
を
照
会
し
た
文
書
（
一
部
を
左
掲
）

か
ら
、
領
主
側
の
対
応
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

覚

一
徒
党
之
事

但
シ
村
々
之
内
江
寄
り
集
り
候
歟
、
或
者
屋
敷
・
陣
屋
等
江
詰
寄
候
節
取
捌

方
一
村
々
之
在
来
申
立
候
節
取
捌
方

一
欠
込
出
訴
之
者
共
取
捌
方

一
村
々
一
統
候
上
及
吟
味
申
口
不
相
立
節
、
追
放
或
者
闕
所
候
程
之
儀
、
又
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者
一
村
亡
所
ニ
相
成
候
程
之
儀
者
取
締
置
、
御
支
配
様
江
御
内
慮
伺
候
哉

一
徒
党
之
節
取
締
人
数
手
合
不
行
届
節
、
諸
家
様
江

御
人
数
御
差
出
御
取
〆

之
儀
、
御
頼
込
ハ
何
れ
之
御
筋
江
相
頼
候
哉
之
事

（
付
札
）「
此
壱
ヶ
條
ハ
相
除
可
申
候
事
」

一
地
頭

村
々
と
も
申
渡
之
筋
不
相
請
節
取
捌
事

但
シ
庄
屋
共
者
請
仕
候
得
共
、
小
前
一
統
不
相
請
節

四
月
十
八
日

右
之
通
書
付
也

但
、
十
九
日
朝
御
引
合
之
上
壱
ヶ
條
相
減

ま
た
、
領
主
借
財
（
紀
州
藩
名
目
金
）
を
農
民
に
転
化
し
た
こ
と
か
ら
起
き
た

弘
化
二
年
一
揆
に
つ
い
て
は
、『
岐
阜
県
史
　
通
史
編
』
や
伊
藤
忠
士
「
弘
化
二

年
多
良
九
カ
村
一
揆
史
料
（
一
）
〜
（
七
）」（『
名
古
屋
大
学
教
養
部
紀
要
』
一

四
〜
二
○
、
一
九
七
○
〜
七
六
年
）
に
詳
し
い
が
、
今
回
の
整
理
に
よ
り
、
一
揆

の
概
要
記
録
及
び
寺
社
奉
行
差
紙
の
授
受
や
一
揆
の
風
評
に
関
す
る
史
料
を
追
加

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
明
治
二
年
の
時
郷
六
か
村
に
よ
る
笠
松
県
出
訴

（
西
田
真
樹
「
明
治
初
年
美
濃
国
旗
本
領
に
お
け
る
農
民
の
諸
要
求
」『
信
濃
』
三

一
―

六
、
一
九
七
九
年
、
参
照
）
に
つ
い
て
も
、
出
京
中
の
当
主
付
役
人
と
多
良

と
の
交
渉
内
容
や
そ
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
を
得
た
。

こ
の
ほ
か
、
寛
政
一
○
年
（
一
七
九
八
）
の
西
美
濃
下
川
騒
動
の
聞
書
、
文
政

六
年
の
紀
州
百
姓
騒
動
を
伝
え
る
尾
張
藩
儒
秦
鼎
の
書
状
な
ど
が
あ
る
。

４
　
◯補
Ｄ
・
２
・
１
（
勤
役
・
参
勤
・
参
府
）

こ
の
項
目
で
は
、
参
勤
交
代
に
関
わ
る
文
書
三
三
点
を
整
理
し
た
（
整
理
番
号

二
一
四
〜
二
三
四
）。

参
勤
交
代
は
、
交
代
寄
合
に
と
っ
て
必
ず
し
も
必
須
の
属
性
で
は
な
い
が
（
西

田
真
樹
「
交
代
寄
合
考
」『
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
三
六
、
一
九
八
六
年
）、

高
木
三
家
の
場
合
、
遅
く
と
も
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
以
降
は
、
二
家
と
一
家

で
隔
年
に
参
勤
す
る
規
定
と
な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
三
人
の
う
ち
一
人
が
幼
少

で
家
督
を
継
い
だ
場
合
は
、
彼
が
初
目
見
す
る
ま
で
他
の
二
人
が
交
互
に
参
勤
し
、

初
目
見
が
許
さ
れ
る
と
、
そ
の
年
の
当
番
の
一
人
に
伴
わ
れ
て
参
勤
し
、
以
後
は

こ
の
二
人
と
ほ
か
の
一
人
が
交
互
に
参
勤
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
（「
解
題
」

『
高
木
家
文
書
目
録
』
巻
二
）。

今
回
整
理
し
た
な
か
で
最
も
古
い
年
紀
を
持
つ
も
の
は
、
前
述
し
た
寛
文
八
年

の
参
勤
指
令
に
関
わ
る
老
中
奉
書
の
写
（
左
掲
）
で
あ
る
。

（
袖
書
）
寛
文
八
戊
申
年
八
月
十
八
日

一
筆
令
申
候
、
参
勤
之
儀
被
相
伺
之
候
、
及
　
上
聞
候
処
、
三
人
之
内
来
月

一
人
、
来
年
夏
中
両
人
、
如
此
向
後
替
々
参
府
可
仕
之
旨
被
　
仰
出
候
、
可

被
存
其
趣
候
、
恐
々
謹
言

板
　
内
膳
正

八
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
矩
（
花
押
）

大
　
但
馬
守

数
直
（
花
押
）

久
　
大
和
守

廣
之
（
花
押
）

稲
　
美
濃
守

正
則
（
花
押
）

高
木
四
郎
左
衛
門
殿

高
木
藤
兵
衛
殿

高
木
新
兵
衛
殿

５
　
◯補
Ｆ
・
10
・
２
（
家
政
・
吉
事
・
養
子
縁
組
）

こ
の
項
目
で
は
、
高
木
家
の
養
子
縁
組
を
対
象
に
整
理
番
号
一
一
一
〜
一
四
四

の
三
九
点
を
整
理
し
た
。

内
容
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
な
い
が
、
①
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
尾

張
藩
家
臣
榊
原
兵
庫
盛
綱
の
養
子
と
な
っ
た
九
代
篤
貞
四
男
金
弥
、
②
天
保
九
年

（
一
八
三
八
）
に
十
一
代
経
貞
養
子
と
な
っ
た
大
垣
藩
主
戸
田
采
女
正
氏
庸
九
男

の
芳
之
助
貞
隆
、
③
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
十
二
代
貞
広
養
子
と
な
っ
た
近

江
水
口
藩
主
加
藤
能
登
守
明
実
の
実
弟
賢
次
郎（
鉄
太
郎
、明
治
四
年
六
月
死
去
）、

④
明
治
四
年
に
同
じ
く
貞
広
養
子
と
な
っ
た
尾
張
藩
家
臣
成
瀬
能
登
守
正
敦
四
男

の
福
之
助
貞
正
、
の
四
件
に
関
す
る
や
り
と
り
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
北
高
木
家
か
ら
二
條
御
殿
番
三
輪
市
十
郎
方
へ
の
急
養
子
一
件
や

「
尾
州
御
続
合
」
石
原
右
衛
門
作
の
娘
於
元
を
、
名
目
的
に
高
木
家
養
女
と
し
た
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上
で
、
京
都
町
奉
行
支
配
下
の
桂
家
へ
養
女
（
桂
女
）
と
し
て
入
れ
る
一
件
関
係

が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
桂
女
に
関
す
る
目
論
見
は
、
天
保
改
革
の
影
響
を
う
け
、

幕
府
に
照
会
し
た
も
の
の
認
め
ら
れ
ず
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
八
月
に
断

念
さ
れ
て
い
る
。

６
　
◯補
Ｇ
・
１
・
２
（
財
政
・
収
支
・
蔵
米
収
支
）

こ
の
項
目
で
は
、
年
貢
米
の
収
支
に
関
わ
る
文
書
に
つ
い
て
、
整
理
番
号
六
五

八
〜
七
○
二
の
四
八
点
を
整
理
し
た
。

内
容
的
に
は
、「
御
蔵
米
納
払
帳
」
の
よ
う
な
年
間
の
収
支
決
算
を
記
録
す
る

帳
簿
類
の
も
と
と
な
る
、
領
民
か
ら
の
蔵
米
の
納
入
と
受
取
、
膳
米
や
儀
式
供
物

米
、
扶
持
米
と
し
て
の
出
米
な
ど
に
関
す
る
案
件
毎
の
書
付
が
中
心
で
あ
る
。
年

代
の
明
ら
か
な
も
の
は
、
安
政
年
間
の
数
点
に
す
ぎ
ず
、
大
半
が
年
欠
で
あ
る
が
、

作
成
・
宛
名
か
ら
み
る
と
、
一
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
文
書
が
多
い
。

７
　
Ｉ
・
１
・
６
（
書
状
・
書
付
・
近
世
・
そ
の
他
）

こ
の
項
目
で
は
、
廃
藩
置
県
時
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
書
状
・
書
付
類
の
う
ち
、

作
成
主
体
（
幕
府
・
高
木
家
・
他
家
・
寺
社
公
家
・
百
姓
町
人
な
ど
）
が
混
在
し

た
一
括
文
書
を
対
象
と
し
、
整
理
番
号
七
あ
〜
一
一
の
一
九
七
点
を
整
理
し
た
。

今
回
の
整
理
で
は
、
文
久
期
を
中
心
に
、
高
木
経
貞
・
貞
広
の
二
代
に
わ
た
る

時
期
の
も
の
を
収
め
た
。
内
容
的
に
は
、
多
数
の
項
目
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
一
例
と
し
て
、
維
新
変
革
に
揺
れ
る
旧
旗
本
領
主
の
心
中
を
吐
露
し
た
も

の
と
し
て
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
時
郷
騒
動
の
際
、
北
高
木
家
を
預
か
る

福
三
郎
貞
政
が
西
高
木
家
当
主
貞
広
に
宛
て
た
書
状
を
紹
介
し
て
お
く
。

（
端
裏
）「
高
　
万
水
君
　
　
　
　
　
高
木
朴
渓

内
信
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（
前
略
）
時
郷
壱
条
も
追
々
御
承
知
可
有
之
儀
ニ
付
文
略
仕
候
、
何
分
ニ
も
異
論
已

相
企
テ
扨
々
苦
々
敷
儀
ニ
有
之
候
、
此
頃
中

笠
松
県
へ
拾
四
五
人
も
罷
出

居
候
得
共
、
昨
夕
迄
ハ
引
取
り
不
申
趣
、
其
之
内
壱
人
昨
夕
引
取
候
様
子
ニ

付
、
内
々
夫
々
探
索
申
付
候
へ
共
、
頓
と
様
子
相
分
り
兼
申
候
、
何
分
悪
心

ニ
而

押
通
し
可
申
内
存
ニ

有
之
候
間
、
今
日
之
処
何
れ
と
も
相
治
り
候
と
も
、

詰
り
ハ
又
々
苦
々
敷
儀
已
出
来
可
申
、
困
却
之
至
り
御
賢
察
置
可
被
下
候
、

左
と
申
候
而

も
今
日
之
処
ニ

テ
何
と
も
手
之
付
様
も
無
御
座
候
間
、
傍
観

致
方
無
御
座
候
半
か
と
何
分
ニ

も
面
目
無
之
仕
合
ニ
而

、
世
間
江

も
赤
面
之
至

り
奉
存
候
、
等
々
御
勘
考
置
可
被
下
候
、
扨
又
兼
而

御
内
話
申
上
置
候
敝
屋

皆
々
引
越
之
儀
も
、
兎
角
決
意
之
場
ニ
至
り
兼
候
得
共
、
何
分
今
日
之
姿
ニ
而

も
難
捨
置
候
間
、
彼
是
と
評
儀
申
候
得
共
良
策
も
無
之
候
ニ

付
、
先
々
一
寸

先
ハ
闇
夜
ニ
而
突
当
り
之
覚
悟
ニ
而
、
来
月
初
旬
之
内
ニ
ハ
一
先
内
々
引
越
可
申

決
意
ニ

相
成
候
間
、
左
様
御
承
知
置
可
被
下
候
、
万
一
右
ニ

付
御
仕
向
等
も

被
成
下
候
思
召
も
被
為
有
候
ハ
ヽ
、
御
時
節
殊
ニ
先
内
々
之
儀
ニ
有
之
候
間
、

御
見
合
置
被
下
候
様
仕
度
奉
存
候
、
世
間
一
様
と
ハ
乍
申
も
、
時
・
多
良
之

人
気
ハ
格
別
ニ

上
下
と
も
悪
敷
、
実
々
歎
敷
儀
と
存
候
、
併
ヶ
様
成
行
可
申

儀
も
道
理
と
も
被
存
候
、
何
れ
不
遠
上
京
仕
候
間
、
得
貴
面
殊
々
御
物
語
り

相
願
可
申
奉
存
候
、
早
々
頓
首

十
月
十
一
日

８
　
Ｉ
・
２
・
１
（
書
状
・
書
付
・
近
代
・
一
括
）

こ
の
項
目
で
は
、
整
理
番
号
七
あ
〜
八1

0
0

の
二
八
七
点
を
整
理
し
た
。

今
回
整
理
し
た
一
括
文
書
の
作
成
年
代
は
、
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
）
か
ら

九
三
年
（
同
二
六
）
頃
ま
で
と
、
一
九
○
九
年
（
同
四
二
）
か
ら
一
五
年
（
大
正

四
）
ま
で
の
も
の
に
分
か
れ
る
。
前
者
は
、
当
該
期
の
当
主
高
木
貞
正
が
郡
長
を

務
め
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
そ
の
多
く
を
郡
界
問
題
や
人
事
案
件
な
ど
の
公
務
関

連
史
料
が
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
九
一
年
一
○
月
二
八
日
に
起
き
た
濃
尾
地
震
に

関
す
る
史
料
と
し
て
、
見
舞
状
の
応
答
の
ほ
か
、
復
旧
工
事
の
不
始
末
や
災
害
時

の
免
租
規
定
を
め
ぐ
る
案
件
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
大
半
が
貞
正
の
公
職
を
離
れ
て
い
た
時
期
（
一
八
九
四
年

に
衆
議
院
議
員
を
辞
職
し
て
一
九
一
三
に
村
長
に
復
帰
す
る
ま
で
）
に
あ
た
る
た

め
、
内
容
的
に
は
、
貞
正
の
私
的
な
書
状
・
書
付
の
控
、
都
市
生
活
者
と
な
っ
た

家
族
や
親
族
間
の
交
信
、
日
常
的
な
金
銭
出
納
に
関
す
る
史
料
な
ど
、
そ
の
多
く

が
家
政
関
係
史
料
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
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（
四
三
）



（
四
四
）

９
　
Ｉ
・
３
・
１
（
書
状
・
書
付
・
近
世
・
近
代
・
一
括
）

こ
の
項
で
は
、
整
理
番
号
六
○
あ
〜
六
七
け
の
三
六
○
点
を
整
理
し
た
。

本
項
目
に
は
、
近
世
ま
た
は
近
代
に
作
成
さ
れ
た
書
状
・
書
付
類
の
う
ち
、
高

木
家
関
係
者
に
よ
っ
て
一
括
整
理
さ
れ
て
お
り
、
個
々
の
文
書
の
分
類
項
目
が
多

数
に
及
ぶ
た
め
既
設
分
類
項
目
で
整
理
不
能
な
文
書
が
分
類
さ
れ
て
い
る
。

今
回
整
理
さ
れ
た
内
容
も
、
大
項
目
Ｂ
（
支
配
）
〜
Ｈ
（
明
治
）
す
べ
て
に
及

ぶ
も
の
で
、
小
項
目
で
は
、
郡
長
や
学
区
取
締
、
家
計
・
農
業
・
日
記
な
ど
Ｈ

（
明
治
）
を
網
羅
し
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
各
小
項
目
の
整
理

進
捗
に
あ
わ
せ
、
別
途
紹
介
す
る
。
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